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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 Prostaglandin（PG）の胃粘膜防御作用には多くのメ

カニズムがあり，PGの作用機序解明が胃粘膜防御機

構の解明に大きな役割を持つものと考えられる．した

がって，胃粘膜内のPGの測定法の確立は重要な研究

課題である．著者は荒川らが報告した胃粘膜prostag－

landin E2（PGE，）測定法を改良して高感度化と測定時

間の短縮を図り，臨床応用を容易にし，さらに，胃潰

瘍症例の胃粘膜PGE2と治療薬剤の影響について検討

した．

 対象および方法

 対象は体重250g前後のWistar国里牲ラットの剥離

胃粘膜と，成人男子の内視鏡生検によって得られた胃

粘膜組織である．従来の胃粘膜PGE2測定法に対する

改良点は，薄層クロマトグラフィー（TLC）を高性能

薄層クロマトグラフィー（HPTLC）に変えたこと，

CCI、脱脂過程を省略したこと，高感度かつ特異性の高

いPasteur研究所製抗血清を用いたことの3点であ
る．

 結果

 1．胃粘膜PGE2測定法について

 今回の改良により測定時間が短縮され，測定の高感

度化で測定値の補正が必要なくなり，少量組織でも測

定可能になった．さらに，通常の胃内視鏡生検組織の

PGE2の測定が可能であることを組織重量，保存安定

一820

性，および3H－PGE2回収率の点から確認した．

 2．ヒト胃粘膜PGE，について

 ①目前庭山びらん例の非びらん部分のPGE，は正常

例に比べて有意に低かった．②潰瘍辺縁粘膜および療

痕部分PGE、はH、， H2， S1， S2－stageでほとんど差が

なかったが，それらに比しA2－stageでは有意に高

かった．一方，潰瘍の背景胃粘膜PGE，はA2－stageで

最高，H1－stageで最低で， H1－stageからS2－stageで

は潰瘍の治癒につれて増加する傾向にあった。③した

がって，潰瘍辺縁粘膜および癩痕部分のPGE2の背景

胃粘膜PGE2に対する比は， H、， H，， Srstageで高

かった．④この比を治療薬剤別に見ると，histamine

H2 receptor antagonist（H2 blocker）以外の従来の

抗潰瘍薬投与群ではH2， S 1， S，一stageの順で比が減少

したが，H2 blocker投与例ではH2よりもS1－stageで

局かった．

 考察

 著者は胃粘膜PGE2測定法を改良して，通常の胃内

視鏡生検組織中のPGE，測定を可能にした．この測定

法をもとに胃潰瘍症例のPGE、を測定し，潰瘍辺縁粘

膜および疲痕部分のPGE，の背景胃粘膜PGE2に対す

る比が潰瘍治癒過程の進展や治癒組織の安定性の指標

となり得ることを示した．この比は最近注目されてい

る潰瘍治療薬剤H2 biocker投与例のSI－stageの海痕

部分で高く，不完全な治癒の病態を反映していること
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が示唆された．

 結語

 胃粘膜PGE，測定法を改良して通常の胃内視鏡生検

組織についても測定可能とした．胃粘膜PGE2が潰瘍

の進展および治癒過程の安定性の指標となり得ること

を強調したい．

論 文 審 査 の 要 旨

 胃粘膜防御機構の作用因子の一つとしてprostaglandin E2（PGE2）カミ重要視されてき『ている．本論

文は，胃粘膜内因性PGE2の高感度測定法を開発し，胃潰瘍の進展あるいは治癒過程の指標として，胃

粘膜PGE，量の測定が極めて有用であることを明らかにしたものである．学術的に価値ある論文と認

める．
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